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行地類分名

氏住を在種

間名所名

公群株代群ぱ遊
ん機ク

示馬式表馬ち技

締桐このレ

の県会取県

生ソ役生遊認イ

日桐社

機及ー

平市フ市技定ジ

ア置野びモ

成境ィ井境

野
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古エ役

名ー締
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区株英
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市ッ佐
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七式
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す
関 地に 番
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日
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３
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日
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す
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６
第
則

間規
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定
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６
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寄会子
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び査 番効 業の 試者及検
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検検又代製う型式の
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成定
十定
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年
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氏住を在種区 期氏
愛静ぱ遊

間名所名行地

村表知岡ち技

公愛奥代

の県遊取県県ん機

示知

遊認

日名機締名駿この

古株役古東
小機及

平屋式屋郡技定

社野昭山び
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年和和町型

種区番 者

月鶴作鶴沢の
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平 三回遊フ高

成 重胴技ェ砂

県式機ニ電

年 度遊のッ器

会技認ク産
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郡機定ス業月号

式日
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蚊式社

町型会
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平第公大高代

名号日号

高
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の府電取 電

日大器締 年 器

阪産役 産

成中株石

業月号平市業
央式井
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式日
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社
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月船夫

間名所名行地類分名

氏

技イ

公大高代三回遊バ

県式機キ

示阪砂表重胴

器締度遊のン

の府電取

阪産役会技認グ

日大

玉及ブ

平市業郡機定セ

央式井城びン

成中株石

南社治蚊式

年区会町型

月船夫野の

月日号 八
日平第

成
年
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曜日

日

日二二萩定
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６
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型式の概要検

有 造 技技式定の 遊遊型

検検検又代製う
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中ギ

者月 のの験番効 式業 機
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６
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定の 型製型申名 定定定
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号

又業遊遊
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製う型式
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検の機機
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区番期 者

査所

月 分名名号日号間八
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示 成 技レ佐

の 機イ株

日 年 のジ式

認ー会火

及ャ８成

定シ社月号平

曜 びー日

型マ年日 式ン

月

地類

氏住を在種 期氏

の

山代岡回

号間名所名行

示山佐表山胴

第公岡
の県株取県式

日新式締浅遊

見会役口技

成高佐里

号平市社郡機

尾野庄
町 年

慎里 番

を在種区番 者 氏

月一見

平

名行地類分名名号日

代岡回遊ザ山

成 表山胴技ク佐

取県式機ザ株

年 締浅遊のク式

役口技認セ会
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郡機定ン社月

バ

町型ウ

野庄びョ日

佐
住 期 者

一見のコ

慎里式

名名号日号間名所

番氏

平第公岡山 株

示山佐 成 式

の県株 に会

日新式 年 ゃ社

見会 ん藤

８成高

に商月号平市社
尾

ゃ事
ん日

ド年
番 リ

行地類分

を在種区
ー月

の

県ん機

知ち技

愛ぱ遊
機及

市技定

宮遊認

一こ

８

ツの

三式

町型

陽び

丹

３

関ら

にか

等）

定日

検
第
条
６
第
則
規間

る年

す

地 ８の 日
間
年
３
ら

か地

）番 １

検
定

第
則
規
る
す
関

地に

番等

日の ム８地

第
条
６

定

井検

間
年
３

ら
か

）１

る

番す

６関

平に

下等

字

２

号
２

第
条
６
第
則
規

地

格 定令 い

資特の政

資次
れ 役第 ず

務

１

に

契

等 平資平者規

る品に

必す
又 成格成に定

及は

調度な特
特 年び年要る
定

規

号
２

月達に資定

北

地定 海

に 道

よ
方
警

り 検検自
察

、 定治
本

一 定の

法
部

般
施
告 有

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

又代
イ
号
１

年 造 は所技 請称者

申名表 定は
検

件当４ 該 種の も の条 要

関札こ項 る１ す第 格類

。規 場幌す幌とに 験札

す

ー転資転定

コ運る運

及許許る

ス免格免

コ験下験

び試以試者

いは務
務 ８をお格役

役
種
調 るて、の約

の 日す

は平

手 定がに類
達 特道

の 務結め、成

続 役締定
特 のしる
例 種よもに年

を 類うの定
め すしる８

定 ととめ月

競
行

る る、も日

示

争

番効令
第 期

昭入 号間札 道和
に 号 第公

年参 警 示加 の政
す 日令

察る 第
者 号平

号に 本

。必 成

要

験 式業 検の機機試

年以

在種区番 者月 査所のの

平

行地類分名名号日

を
埼埼回遊バ株

成 玉玉胴技ク式

県県式機チ会

年 狭上遊のャ社

山尾技認ンア

大及ス８

市市機定リ月

中小型ク

字字びト日

大

所名

氏住氏 のび
の 者及

県

京式表玉

東株代埼

名
ア役越

千社締川

都会取
ト台

区ス加南

田リ市

代

ー場場未 神ク茂一

東

周ー格ー年

スコ資コ成

除及と及、

辺ス」ス者

業コうコ保

雪びいび被

委ス）ス人

務ー。ー佐

四 託周周又

三

雪補

約除除被

契辺辺は

当のに

業業助

雪

定契す般

令 に該と一

政

るに。争

平 北め約る競

約り札 ７ 道契よ入

成 海

係達公 政 察に調の 年 警

一すを 第 部るを告 令 本
長

般る行

争方札 ）

上競地う 号

部下な
資 月格 告

）」定 日令を ８政

示

。

３う。 らいた かとめ
第

間）

年

ト

田谷のー

新敷式ラ

条

久等ク

芝天定テ

字字検

保にノ

関ロ 番

すジ 地

ラ丁

６
第
則

規ズ

るー １
目

田
二ー
丁ト

番ノ８

５ク地

目テ曹番

ロ

委委で

務務人

ズ
ー

号ジ

第

に、

約て

契っ

託託あ 転 条

札共運 ２

原入公幌
許 ３

都参体免 第

美に団 第
５

の

す物号試
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号
２

第
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除ト な除

レク 、機除雪ブラ お雪

ドー 駐のレータ 常械グ

必類ダ幅シ 雪 の種ー

第

資、実平機に

は誠雪帯

に成械当

道道
が税格

を該 行を審月履

備業

う滞査分行年常作

指納の）し

、従

名し申のた月しに

競て請決者

号

約政。

契と

平令 締
成第 結
十の

四た条 年

の め

十

ラ

クブ に

シ
付

台台

１１１

）
上）

以き

平平を平を

台

容ョ車

成成平除成平除

量 量ベ
容
ル
ホ
イ以以

ー上上

ル、）
を

台台台台

１１１１

、
を平平を平

ョ
平除成成平除成平除

ベ 要、
員数以 機ル 人台

常械イ びび）ホ 及及上
１ に間

等期ル 態備ー 形

平 てい
いつ数台 つに台

平を

成平除成 はて

つさ

争いを算で日か事

るら、せ

入るすにあか

日いこ平当る

札者るお

関なのてと成該こ

にで

除と すい直、。
３機で

るこ前１年雪が

月械き

指と２の

のる

名。営

を業に

こ

止度めま働と

停年定日

４

さ分るでに。

月

第 必

八

２ 要

日

に
得定 を規 意の 同項 な

火

り
いよ

て

曜

争
者競
る

日

成く

含入
は

成く

。 。年 年年

年） 年） １

月 月月

月 ５１月

日 日日

日 日

平
成

成成平成平

平平
成

年 年年

月月１月１

３３年３年

成く 成く 成く

。 。年 。年年

年） 年） 年）

月 月月
１月１月 月

日 日日

日 日 日

平 平平

成

平成成平成平

成 成

年 年年
月１月１

年３３年３年

、は

１月

成く
。年 入、常年 札次年）

月 説表月 明の１月

日 書と備日 でお日

平 説り
すす期成平成 明と平
成

年 るる年

必

間月１月

３年３ 。。

れ契の

い該とにな

て当約間要

い営等い業

な２同お従

と年上、及

こ業以て員
通

が契幌普

。度の札び

約運
許員

に締免業

月を転作

れへ
ま札

たし試を

満結

で排
）を
。加
い参
なの

。い
とて
これ
いさ
な除

月 者
る

月
６

日日

日日４日４

し格資資に有資

成資約

は

格効 申たの格係格

再

有一１ の期 請申有のる

書期効般の 有間 し請効

月

よ

月 月
日日日

４日日４日４
企

再次行格再

をアイウ

小有業 申申 のう資中を

とを企す組 請請

いこ格

れが有業る合

ず

月

５

日
日４日

格 申資申資申
たアイ資

書出 請請審 格格請提提

の先 査査類先査 出 審審

な、験必

ののをのの の

除間

場つに時

いか場要
４

合、

て格

法いに及め資

年つ

小協い審

律て掲経中び

る産企業る査

第はげ済

、
当資業業組との

な
で

該格局等合き申 号

３
こ

い
企
格小下
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業中 要
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資のる
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す

約

はな期格落契

者し該
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るのる
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４
な新
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又
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該る者同あ協法

にきる
合も組

当。の組る業

由
る該の合

す当

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

申提所再 の

資業く変有

請

請請出在申 名 時方 申
、、る
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平次こ
掲に
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組
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組
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法う

年い

た

類旨する

書。たとあ
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提通。め

ののる

間

、っ期

にあ効

先が有

ら新

提か更

該日の

当た

。更す

のの、

先１は

出

でた者

を相）しる

格を
るのそ

よ、あもで

得続
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